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A. 教育目標 

本科において「複素関数」の基本的な部分を学んでいることを踏まえて，正則関数の写像としての性

質および，その理工学（静電気学，熱伝動，流体力学）への応用について，具体例を扱いながら理解

することを目指す。 

 

B. 概要 

複素数や初等的な複素関数の基本的な性質について復習し，その応用例を述べた後，複素関数の

解析的な性質が平面上の写像の性質と深く関係していることを学ぶ。特に，一次分数変換について，

その性質を詳しく述べる。正則関数が表わす写像の等角性について理解し，電磁気学や流体力学に

現れる 2 次元の問題に複素関数がどのように応用されるかを概説する。 

 

 

C. 学習上の留意点 

正則関数の写像としての性質を理解することが，本講義の目的である。そのため，数式が表わす内

容を，自ら多くの図を描くことで，幾何学的なイメージを作る努力をしなければならない。多くの具体例

に触れる必要があるので，レポート課題を課し評価する。 

 

D. 評価方法 

試験（70％），学習への取り組み（小テスト，課題，レポート等）（30％） 

 

E. 授業内容 

授業項目 時間 内     容 
教 育 

プログラム 

１．複素平面 
2 

 

２ 

複素数の代数的演算の複素平面上における幾何学的意味

を理解して利用できる。 

物理現象の記述に複素数が有用であることを具体例をあげ

て述べることができる。 

A-1 

 

２．正則関数 

 

 

1 

 

2 

 

3 

 

 

複素関数が正則である条件がコーシー・リーマンの方程式

によって与えられることを説明できる。 

正則関数と調和関数の関係を理解し，調和関数の実部に持

つ正則関数を求めることができる。  

初等関数（指数関数，三角関数，双曲線関数，対数関数）に

ついて，その基本的性質を理解し運用することが出来る。 

また，その写像としての振る舞いを図示することができる。 

小試験 ２  

http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/search-handle-url?_encoding=UTF8&search-type=ss&index=books-jp&field-author=E.%20%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%84%E3%82%A3%E3%82%B0


授業項目 時間 内     容 
教 育 

プログラム 

3．等角写像 

 

3 

 

5 

正則関数による写像が等角写像であることを理解し，具体

例で確認できる。 

反転および一次分数変換の基本的性質を理解し，与えられ

た領域の像を求めることができる。 

A-1 

 

4．複素関数の応用 3 

 

3 

境界条件を与えられたラプラス方程式の解を求めることが

出来る。 

流体の記述に複素関数を利用できる。 

 2 復習と演習 

期末試験 

 2 試験返却と補足  

◆自学自習 

 

６０ ・課題によるレポート作成（30 時間） 

・小試験および期末試験の準備（30 時間） 

A-1 

 

F. 関連科目 
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